
◎ 教えるとは、「希望を語る」こと。学ぶとは、「誠実を胸に刻む」こと。 （ルイ・アラゴン） 

【お知らせ】 今週の「六文銭」は、お休みします。  
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９月１３日（日）１３時より二葉公民館で、 

全教女性部＆退婦教の主催による「みんなの交流広場」が開かれました。 

 まず、広島高校生平和ゼミナールの生徒たちが、今中心に活動しているボディマップのことや全国高校生平和集

会などについて報告しました。次に、後藤さんたちが三線で「平和の琉歌」

を演奏されました。３番目に、大内さんたちが「平和公園とパールハーバー

姉妹公園協定」の撤回を求める署名について訴えられました。 

  

4 番目に横川にある「学びキャンパスひろしま」の学生とスタッフが、キャ

ンパスの活動紹介をして、みんなで歌を歌いました。このキャンパスは、２

０１５年４月に２年制の福祉型専攻科としてスタートしました。福祉サービ

スの自律訓練（生活訓練）事業を使って運営してきました。２０２１年４月

からは、４年制の福祉型大学として新たなスタートを切りました。２年間の

自律訓練（生活訓練）事業に、さらに２年間の就労移行支援事業を上乗せして

運営をしています。その中で、イ

キイキと学ぶ姿が報告されました。 

次に広島の文化の未来を考える

教職員の会の人たちが、広島市の

図書館の移転を一方的に決め、そ

の問題点を報告し、その活動の中

で生まれたオリジナル曲「だいす

き図書館」「ここに花咲く図書館」を歌わ

れました。 

退男教もオリジナル曲を発表しました。

１番の詞と曲は、私が創り、２番は元全

教の太田先生がつくられました。ここで

は紙面の都合で、１番のみを紹介します。 

◎ 高校連絡会でも、久しぶりに交流が出来ると良いですね！ 

 

 

 

 

 

   

 🎶 退男教のうた 

 

１．体の調子が少し良くなって 

  今日はどうしようかなと 思っていたら 

     みんなの笑顔が浮かんできて 

  バスに乗ってやって来た 

  ここでみんなと 風呂に入ったり 

      麻雀するのが好きなのさ 

 

  ランランラン 

  いっしょに飲もう 笑いながら 

  いっしょに歌おう 大きな声で 

  みんなで 楽しく 
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子どもと教育・くらしを守る広島県立学校教職員連絡会 

集まって元気、語って笑顔、一緒に学んで勇気！

全教女性部＆退婦教の主催で「みんなの交流広場」 
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